
平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

５

組
合
は
、
法
第
四
十
三
条
第
十
四
項
の
申
出
並
び
に
同
項
に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業
（
以
下
「
産
前
産
後
休

業
」
と
い
う
。）に
係
る
子
の
氏
名
及
び
生
年
月
日
並
び
に
当
該
産
前
産
後
休
業
の
取
得
期
間
を
証
明
す
る
証
拠
書

類
の
提
出
が
組
合
員
か
ら
あ
り
標
準
報
酬
を
改
定
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
標
準
報
酬
産
前

産
後
休
業
終
了
時
改
定
基
礎
届
の
提
出
を
当
該
組
合
員
の
給
与
支
給
機
関
よ
り
受
け
、
標
準
報
酬
を
改
定
す
る
も

の
と
す
る
。

一

組
合
員
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
並
び
に
組
合
員
証
の
記
号
及
び
番
号
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

二

改
定
前
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
及
び
等
級

三

法
第
四
十
三
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
報
酬
の
総
額

四

標
準
報
酬
の
月
額
を
改
定
す
る
年
月
日

五

そ
の
他
必
要
な
事
項

６

公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下

「
公
益
的
法
人
等
派
遣
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
公
益
的
法
人

等
派
遣
職
員
」
と
い
う
。）で
あ
る
組
合
員
に
係
る
第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
規
定
中
「
の
給
与
支
給
機
関
」
と
あ
る
の
は
、「
を
派
遣
す
る
地
方
公
共
団
体
」
と
す
る
。

７

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
は
、
公
益
的
法
人
等
派
遣
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
団

体
（
以
下
「
公
益
的
法
人
等
」
と
い
う
。）に
対
し
、
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
標
準
報
酬
の
決
定

又
は
改
定
に
係
る
基
礎
届
の
提
出
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

８

組
合
は
、
継
続
長
期
組
合
員
を
使
用
す
る
事
業
主
が
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
四
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
標
準
報
酬
の
決
定
又
は
改
定
に
係
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
事
業
主
よ
り
当

該
通
知
に
係
る
書
類
の
写
し
の
提
出
を
受
け
、
当
該
写
し
に
記
載
さ
れ
た
標
準
報
酬
（
同
項
に
規
定
す
る
標
準
報

酬
を
い
う
。
次
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
及
び
第
百
一
条
の
十
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
同
法
第
四
十
条
第
一
項
に

規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
を
参
酌
し
て
当
該
継
続
長
期
組
合
員
の
標
準
報
酬
を
決
定
し
又
は
改
定
す
る
も
の
と
す

る
。

９

組
合
は
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
八

条
第
二
項
（
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
交
流
派
遣
職
員
（
以
下

「
交
流
派
遣
職
員
」
と
い
う
。）で
あ
る
組
合
員
を
使
用
す
る
派
遣
先
企
業
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流

に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
派

遣
先
企
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
、
健
康
保
険
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
標
準
報
酬
の
決
定
又
は

改
定
に
係
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
派
遣
先
企
業
よ
り
当
該
通
知
に
係
る
書
類
の
写
し
の
提
出
を
受
け
、

当
該
写
し
に
記
載
さ
れ
た
標
準
報
酬
の
う
ち
同
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
を
参
酌
し
て
当

該
交
流
派
遣
職
員
で
あ
る
組
合
員
の
標
準
報
酬
を
決
定
し
又
は
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。

10

組
合
は
、平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法（
平

成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
十
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
（
以
下
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
派
遣
職
員
」
と
い
う
。）で
あ
る
組
合
員
を
使
用
す
る
平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
織
委
員
会
（
以
下
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
」
と
い
う
。）が
、
健
康
保
険
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
標
準
報

酬
の
決
定
又
は
改
定
に
係
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
よ
り
当

該
通
知
に
係
る
書
類
の
写
し
の
提
出
を
受
け
、
当
該
写
し
に
記
載
さ
れ
た
標
準
報
酬
の
う
ち
同
法
第
四
十
条
第
一

項
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
を
参
酌
し
て
当
該
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
派
遣
職
員
で
あ
る
組
合
員

の
標
準
報
酬
を
決
定
し
又
は
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。

11

組
合
は
、
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
四
号
）

第
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
（
以
下
「
ラ
グ
ビ
ー
派
遣
職
員
」
と
い
う
。）で
あ
る
組
合
員
を
使
用
す
る

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
第
二
条
に
規
定
す
る
組
織
委
員
会
（
以
下
「
ラ
グ

ビ
ー
組
織
委
員
会
」
と
い
う
。）が
、
健
康
保
険
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
標
準
報
酬
の
決
定
又
は
改

定
に
係
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、ラ
グ
ビ
ー
組
織
委
員
会
よ
り
当
該
通
知
に
係
る
書
類
の
写
し
の
提
出
を
受
け
、

当
該
写
し
に
記
載
さ
れ
た
標
準
報
酬
の
う
ち
同
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
を
参
酌
し
て
当

該
ラ
グ
ビ
ー
派
遣
職
員
で
あ
る
組
合
員
の
標
準
報
酬
を
決
定
し
又
は
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
で
あ
る
組
合
員
の
標
準
報
酬
月
額
の
決
定
等
）

第
百
一
条
の
三

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
三
条
の
三

ま
で
の
規
定
に
よ
り
当
該
組
合
員
の
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
を
決
定
し
又
は
改
定
す
る
と
き
は
、
当
該

厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
の
決
定
又
は
改
定
は
、
法
第
四
十
三
条
第
五
項
、
第
八
項
、
第
十
項
、
第
十
二

項
又
は
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
組
合
員
の
標
準
報
酬
の
決
定
又
は
改
定
と
同
時
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
三
条
の
三
ま
で
の
規
定
に
よ
る
厚
生
年
金
保

険
の
標
準
報
酬
月
額
を
決
定
し
又
は
改
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ

る
標
準
報
酬
の
決
定
又
は
改
定
に
係
る
基
礎
届
を
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
の
決
定
又
は
改
定
に
係
る
基

礎
届
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
で
あ
る
組
合
員
が
公
益
的
法
人
等
派
遣
職
員
、
継
続
長
期
組
合
員
、
交
流
派
遣
職

員
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
派
遣
職
員
又
は
ラ
グ
ビ
ー
派
遣
職
員
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
前
条
第

八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
標
準
報
酬
を
決
定
」と
あ
る
の
は
、

「
標
準
報
酬
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
を
決
定
」
と
す
る
。

（
第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
育
児
休
業
等
を
終
了
し
た
際
の
標
準
報
酬
月
額
の
改
定
に
係
る
申
出
）

第
百
一
条
の
四

第
百
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
の
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
三

条
の
二
第
一
項
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
一
条
の
二
第
四
項
中
「
法
第
四
十
三

条
第
十
二
項
の
申
出
並
び
に
同
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の

申
出
並
び
に
」
と
、「
標
準
報
酬
を
」
と
あ
る
の
は
「
標
準
報
酬
月
額
を
」
と
、「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は

「
標
準
報
酬
月
額
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
法
第
四
十
三
条
第
十
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
第
二

十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
百
一
条
の
二
第
五
項
の
規
定
は
、
第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
の
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
三
条
の
三
第
一

項
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
一
条
の
二
第
五
項
中
「
法
第
四
十
三
条
第
十
四
項

の
申
出
並
び
に
同
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は「
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
の
申
出
並
び
に
」

と
、「
標
準
報
酬
を
」
と
あ
る
の
は
「
標
準
報
酬
月
額
を
」
と
、「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
標
準
報
酬
月

額
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
法
第
四
十
三
条
第
十
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
三
条
の
三
第

一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
育
児
休
業
等
を
終
了
し
た
際
の
標
準
報
酬
月
額
の
改
定
に
係
る
申
出
の
特
例
）

第
百
一
条
の
五

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
法
第
四
十
三
条
第
十
二
項
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
厚
生
年
金

保
険
法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
申
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

２

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
法
第
四
十
三
条
第
十
四
項
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
二

十
三
条
の
三
第
一
項
の
申
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
七
十
歳
以
上
の
使
用
さ
れ
る
者
の
要
件
）

第
百
一
条
の
六

七
十
歳
以
上
の
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上

の
使
用
さ
れ
る
者
（
以
下
「
七
十
歳
以
上
の
使
用
さ
れ
る
者
」
と
い
う
。）と
み
な
す
。

（
七
十
歳
以
上
の
使
用
さ
れ
る
者
に
係
る
標
準
報
酬
月
額
に
相
当
す
る
額
の
決
定
等
）

第
百
一
条
の
七

七
十
歳
以
上
の
組
合
員
に
つ
い
て
、
法
第
四
十
三
条
第
五
項
、
第
八
項
、
第
十
項
、
第
十
二
項
又

は
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
組
合
員
の
標
準
報
酬
の
決
定
又
は
改
定
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
決
定
又
は
改
定

さ
れ
た
額
を
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
七
十

歳
以
上
被
用
者
の
標
準
報
酬
月
額
」
と
い
う
。）と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
七
十
歳
以
上
被
用
者
の
標
準
報
酬
月
額
を
決
定
し
又
は
改
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第

百
一
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
標
準
報
酬
の
決
定
又
は
改
定
に
係
る
基
礎
届
を
七
十
歳
以

上
被
用
者
の
標
準
報
酬
月
額
の
決
定
又
は
改
定
に
係
る
基
礎
届
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

指
定
都
市
職
員
共
済
組
合
等
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
七
十
歳
以
上
被
用
者
の
標
準
報
酬
月
額
を
決
定
し
又

は
改
定
し
た
と
き
は
、
当
該
七
十
歳
以
上
の
使
用
さ
れ
る
者
ご
と
に
、
そ
の
七
十
歳
以
上
被
用
者
の
標
準
報
酬
月

額
及
び
当
該
標
準
報
酬
月
額
の
基
礎
と
な
つ
た
報
酬
月
額
を
市
町
村
連
合
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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